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行事例であった神戸市立青陽東養護学校の実践



































































































































2 ・困った行動を減らす関わり（行動のしくみ） ・記録をもとに指導目標を設定 ・家庭での行動観察の記録




5 ・サポートブックを作ろう ・「サポートブック」の作成 ・「サポートブック」の作成
6 ・県内の福祉施設の情報 ・「サポートブック」の作成 ・「サポートブック」の作成
7 ・子育てを楽しんでいますか？ ・その後の様子について話を聞き，相談する
8 ・行動は維持していますか？ ・その後の様子について話を聞き，相談する













































参加者 2 名の出席率は共に 100 ％であった。
2．指導目標の達成率
プログラム期間中に保護者が取り組んだ指導目













































































































































































質問項目の 3 と 5 は複数回答可とした。

























































































































































質問項目の 5 〜 22 については 4 段階評価の「全くそう思わない」を 1，「そう思わない」を 2，「そう思う」を 3，「と
てもそう思う」を 4 として平均値を算出した。第 2 期についてはほぼすべての質問項目に「全くそう思わない」と回
答した参加者を除いた平均値を（　）内に付記した。












ンケートの結果を表 5 に示した。配布数は 31，回
収は 27，回収率は 87 ％である。
学習会の記録や教材を何らかの方法で閲覧した
教員は 72 ％であった。最も閲覧しやすい方法は記










































力することが増えたか 3.5 3.2 3.2
2．指導目標は適切であったか 3.5 3.2 3.4
3．指導内容は適切であったか 3.5 3.4 3.2
4．保護者が家庭で指導することにより子どもの行動に変化が
あったか 4.0 3.1 3.2
5．保護者の考え方や子どもへの関わり方に変化があったか 3.5 3.0 3.2
4 段階評価の「全くそう思わない」を 1，「そう思わない」を 2，「そう思う」を 3，「とてもそう思う」を 4 として平
均値を算出した。



















質問項目 1, 3, 8 については複数回答可とした。










































































































































































































































参加者 5 名の出席率は 100 ％であった。
2．指導目標の達成率
参加者一人あたり 1 〜 3 の指導目標に取り組ん





























































































































学習会の前と第 6, 7, 8 回終了後に GHQ30 を実
































































前 後 前 後
1．担任と家庭での指導について話したり協力している 3.0 2.6 3.3 3.3
2．学校で身に付いたことを家庭でも取り組んだり取り組もうとした 2.8 3.0 2.5 3.3
3．家庭での子どもの様子を担任に積極的に伝えている 3.4 2.8 2.5 3.0
4．子ども以外のことについて担任や他の教師に悩みや困ったことを相談
している 2.2 2.6 1.8 3.0
5．子どもの家庭での療育についてなかなか思うようにできずイライラす
ることが多い 2.6 2.0 3.0 2.3
6．子どもに対して「だめ」と言ったり行動を制止したりすることが多い 3.0 2.4 3.5 2.3
7．子どもをよくほめている 2.2 2.4 2.3 2.8
8．子どもに対してどのように関わって良いのかわからずとまどったりす
ることが多い 3.2 2.8 3.3 2.3
9．子どもの障害についてよく分からないので不安になることが多い 2.6 2.4 2.5 1.8
10．子どもの療育に関して家族が協力的である 2.5 2.4 2.8 3.3
11．子どもに手がかかるのできょうだいに関わる時間が少ない 3.7 2.3 2.5 2.5
12．子どもときょうだいの関わりについて不安になる 3.7 2.3 3.0 2.5
13．自分の時間がなかなか思うようにとれない 2.8 1.8 2.8 2.0
14．子どものために家族が思うように外出できない 3.0 2.6 3.5 2.0
15．家族に子どものことについて理解してもらえず辛いと思う 2.8 3.0 1.8 1.8
16．近所や外出先で子どものことについて理解してもらえず辛いと思う 3.4 2.8 3.3 2.3
17．自分の悩みや困ったことに関して相談できる機関がなく辛いと思う 2.2 2.6 2.0 2.0
18．自分の悩みを話せる友達や仲間が身近にいないので辛いと思う 2.6 2.0 1.8 2.0
質問項目 11, 12 はきょうだいのいる参加者だけが回答した。


















































教員 10 名（内 5 名は参加者の児童の学級担任）で，
演習のサポートを担当した。ボランティア（内 1
名が参加者の児童の学級担任）は教員 6 名で，学





























































































第 1 期から第 3 期に参加した 11 名の参加者のう
ち，記入もれの項目が多く分析の対象外とした 1
名ぶんを除いたストレス得点の平均値は学習会開
始前が 10.0，学習会後（第 6 回終了後）が 7.8 で
あった。しかしながら，得点の個人差が大きく，
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る区分点は 7 点であるが，学習会前の値は 10 人中
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Parent-Training in a Public School for Children with Special Needs:
Program Development and Continuous Improvement
SHIMAMUNE Satoru and TAKEDA Mariko
Abstract
Parent training is a proven method for the treatment and education of children with
developmental disabilities.  In this study, we have aimed to develop a parent-training program that
could be provided by a public school for children with special needs.  Our program included
exercises for parents to teach their child the behavior that had already been mastered at school but
not at home.  Through the collaborative participation by the parents and teachers, the teachers could
obtain parents’ needs at home so that they could then teach new behaviors at school that would be
generalized at home.  This unique interaction between parents and teachers lead to children’s
learning, both parents’ and teachers’ satisfaction with the program, to the extent that the program
has been continuously carried out by the school for four years after this study had completed.
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